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p1◆農業会議、一般社団法人移行を決定
p2◆全委員会が遊休農地調査を完了
◆京都モデルファーム運動 10地区に広がる

p3◆農地利用の最適化をテーマに農業委員が研修
◆「農業法人設立講座」に44名参加

p4◆常任会議だより

　

京
都
府
農
業
会
議
は
、
12
月
16
日
に
開

い
た
臨
時
総
会
で
「
組
織
変
更
計
画
」

（
平
成
28
年
４
月
以
降
の
定
款
・
役
員
等
）

を
決
議
。
改
正
農
業
委
員
会
法
に
基
づ
い

て
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
、
農
業
委
員

会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
指
定
申
請
を
行

う
こ
と
を
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
な
農
業
会
議
の
業
務
は
、
農
業
委

員
会
の
支
援
を
は
じ
め
、
農
地
法
等
に
基

づ
く
法
令
業
務
、
農
地
利
用
の
最
適
化
推

進
、
担
い
手
の
経
営
支
援
、
農
村
移
住
の

促
進
な
ど
。
さ
ら
に
、
農
業
者
の
代
表
機

関
と
し
て
、
農
業
委
員
会
や
全
国
農
業
会

議
所
と
連
携
し
、
京
都
府
や
国
に
施
策
の

改
善
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
大
切
な
仕

事
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
社
団
法
人
化
に
伴
い
、
現
在
の

会
議
員
（
農
業
委
員
会
会
長
、
学
識
経
験

者
、
農
業
団
体
）
が
会
員
に
移
行
す
る
ほ

農
業
会
議
、
一
般
社
団
法
人
移
行
を
決
定

�

臨
時
総
会
で
「
組
織
変
更
計
画
」
を
承
認

　

一
般
社
団
法
人
京
都
府
農
業
会
議
の
役

員
体
制
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

【
会�　

長
】	

草
木
慶
治
（
京
都
府
農
業
共

済
組
合
）

【
副�

会
長
】	

林
善
嗣
（
京
田
辺
市
）、
中

川
泰
宏
（
Ｊ
Ａ
京
都
信
連
）、
小
田
一

彦
（
府
農
業
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
）

【
理　

事
】（
会
長
・
副
会
長
を
除
く
）

　

 �

中
村
安
良
（
京
都
市
）、
野
中
一
二
三

（
南
丹
市
）、
大
島
幸
雄
（
綾
部
市
）、

梅
田
和
男
（
京
丹
後
市
）、
谷
口
義
隆

（
府
市
長
会
）、
川
勝
正
樹
（
府
町
村

会
）、
中
村
繁
男
（
府
農
林
水
産
部
）、

牧
克
昌
（
Ｊ
Ａ
京
都
中
央
会
）、
安
本

洋
一
（
農
業
会
議
事
務
局
）

【
監�　

事
】
並
川
正
和
（
大
山
崎
町
）、
藤

井
忠
（
宮
津
市
）、
成
房
智
治
（
税
理

士
資
格
保
持
者
）

か
、
新
た
に
府
内
26
市
町
村
と
京
都
府
が

会
員
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
常
任

会
議
は
、
理
事
会
の
も
と
に
新
設
す
る

「
常
設
審
議
委
員
会
」
に
再
編
し
て
毎
月

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

満場一致で「組織変更計画」を承認した
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全
委
員
会
が
遊
休
農
地
調
査
を
完
了

�
地
域
で
〝
次
の
一
手
〟
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

　

農
業
委
員
会
の
法
令
業
務
で
あ
る
農
地

の
「
利
用
状
況
調
査
」（
遊
休
農
地
調
査
）

が
府
内
全
委
員
会
で
完
了
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
遊
休
農
地
の
「
利
用
意
向
調

査
」
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
併
せ
て
、
解
消
に
向
け
て
、
農
業
委

員
さ
ん
か
ら
地
権
者
へ
の
働
き
か
け
が
重

要
で
す
。

　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
は
、
所

有
者
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

地
域
の
み
な
さ
ん
で
対
応
方
向
を
話
し
合

い
、
解
決
方
法
を
合
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

今
年
度
、
農
委
系
統
組
織
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
農
地
を
活
か
し
、
担
い
手
を
応

援
す
る
運
動
」
の
重
点
は
、「
地
域
で
の

話
し
合
い
」
で
す
。
農
業
委
員
さ
ん
に
は
、

利
用
状
況
調
査
の
結
果
（
表
や
図
面
な

　

地
域
外
の
企
業
や
団
体
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
地
域
で
管
理
が
で
き
な

く
な
っ
た
農
地
の
有
効
利
用
に
つ
な

げ
る
「
モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
」
が
福
知

山
市
と
綾
部
市
で
誕
生
し
、
10
地
区

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
南
は
山
城

か
ら
北
は
丹
後
ま
で
府
内
全
域
に
広

が
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

営
農
条
件
が
悪
い
た
め
農
業
経
営

の
確
立
が
難
し
い
中
山
間
地
域
で
は

農
地
の
保
全
方
法
で
悩
ん
で
お
ら
れ

る
農
業
委
員
さ
ん
も
多
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
に
関
心
の
あ
る

委
員
各
位
は
農
業
委
員
会
事
務
局
も

し
く
は
農
業
会
議
に
直
接
、
御
連
絡

く
だ
さ
い
。

京
都
モ
デ
ル
フ
ァ
ー
ム
運
動
広
が
る

�

「
協
定
」
締
結
は
10
地
区
に

― 

南
丹
で
新
た
に
２
地
区
が
締
結 

―

京都府庁で行われたモデルファーム協定調印式（11 月 20 日）

毛原自治会（福知山市）と
㈱フタバロジコム（大阪市）
　PA・CO㈱（大阪市）

上原営農組合（綾部市）と
NPO里山ねっと・あやべ

農
業
委
員
に
よ
る
利
用
状
況
調
査
（
南
丹
市
）

ど
）
を
地
域
に
示
し
て
、
京
力
農
場
プ
ラ

ン
の
作
成
・
見
直
し
を
提
案
す
る
な
ど
、

地
域
で
の
話
し
合
い
の
リ
ー
ド
を
お
願
い

し
ま
す
。
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12
月
10
日
、
11
日
の
両
日
、
南
丹
市
に
お
い
て
、

法
人
化
を
目
指
す
集
落
営
農
組
織
や
認
定
農
業
者
を

対
象
に
農
業
法
人
設
立
講
座
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

府
内
各
地
か
ら
25
組
織
44
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
農
業
法
人
の
設
立
・
運
営
に
つ
い

て
の
実
務
者
育
成
を
目
的
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
度
は
①
設
立
の
手
続
き
、
②
設
立

時
の
課
題
と
税
務
・
会
計
、
③
雇
用
と
労
務
管
理
に

つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
多
く
は
、
地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
、

高
齢
化
・
人
口
減
少
を
見
据
え
、
法
人
化
を
通
じ
た

水
田
農
業
の
新
展
開
や
六
次
産
業
化
（
新
た
な
農
産

加
工
や
販
路
拡
大
）
を
目
指
し
て
お
り
、
終
始
熱
心

に
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
会
議
で
は
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

対
策
な
ど
、
参
加

者
か
ら
実
施
要
望

の
多
か
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
に
今
後
取

り
組
み
、
一
層
充

実
し
た
講
座
に
し

て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　「改正農業委員会法にどう対応するか」を統一テーマに「ブロック別農業委員研修会」（府農業
会議主催）が１月 15 日（山城南ブロック）からスタートしました。
　今年度は、管内の農業委員全員を対象に府内５ヵ所で開催し、各ブロックで次の日程で、講演
と実践報告を予定しています。

研修会の日程と内容

乙　訓
３／７
（大山崎町）

【講演】都市農業振興・相続対策と農業委員会の取り組み
�全国農業会議所・都市農業専門調査員　　原　　修吉　氏

【報告】
� 京都市農業委員　　今井　義弘　氏

山城北
２／４
（宇治市）

【講演】都市近郊農業の課題と農業委員会の役割
� 大妻女子大学社会情報学部教授　　田代　洋一　氏

【報告】
� （有）友悠農場代表取締役　　森島　　徹　氏
� 八幡市農業委員会副会長　　長村　信幸　氏

山城南
１／ 15
（精華町）

【講演】地域の話し合い支援と人 ･農地プラン推進の取り組み
� 滋賀県高島市農業委員会副会長　　地村　満信　氏

【報告】
� 精華町農業委員　　岩井　三郎　氏

南丹・中丹
２／ 15
（綾部市）

【講演】地域の課題に対応したスーパー農委の取り組み
� 鳥取県農業会議会長　　川上　一郎　氏

【報告】
� 福知山市農業委員　　藤田　重行　氏
� 亀岡市農業委員　　平井　國晴　氏

丹　後
２／ 12
（京丹後市）

【講演】改正農業委員会法で期待される農業委員会の役割
� 京都府立大学准教授　　桂　　明宏　氏

【報告】
� （農）日本海牧場　代表理事　　山𥔎　高雄　氏
� 伊根町農業委員　　藤原　正人　氏

「
農
業
法
人
設
立
講
座
」
に
44
名
参
加

農地利用の最適化をテーマに農業委員が研修
農委協議会と協力、府内５ブロックで開催
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常
任
会
議
だ
よ
り

　

農
地
法
等
諮
問
案
件
の
審
議
の
ほ
か
、

次
の
課
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

第
４
０
６
回
常
任
会
議
︵
８
月
₂₆
日
︶

協
議

　

①	

平
成
28
年
度
京
都
府
農
林
施
策
へ
の

提
案
に
つ
い
て

　

②	

第
１
１
２
回
総
会
の
運
営
に
つ
い
て

第
４
０
７
回
常
任
会
議
︵
９
月
₂₄
日
︶

報
告

　

①	

京
都
府
空
家
及
び
耕
作
放
棄
地
の
活

用
に
よ
る
移
住
の
促
進
に
関
す
る
条

例
（
仮
称
）
素
案
に
つ
い
て

協
議

　

①	

平
成
28
年
度
京
都
府
農
林
施
策
へ
の

提
案
に
つ
い
て

　

そ
の
他

　
　

①
改
正
法
政
省
令
案
に
つ
い
て

　
　

②	

11
月
常
任
会
議
の
日
程
変
更
に
つ

い
て

第
４
０
８
回
常
任
会
議
︵
₁₀
月
₂₈
日
︶

協
議

　

①	

農
業
委
員
会
法
改
正
へ
の
対
応
（
第

１
次
）
案
に
つ
い
て

　

②	

京
都
府
農
業
会
議
の
組
織
変
更
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

第
４
０
９
回
常
任
会
議
︵
₁₁
月
₂₆
日
︶

協
議

　

①	

京
都
府
農
業
会
議
の
組
織
変
更
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　

②	

第
４
１
０
回
常
任
会
議
及
び
臨
時
総

会
の
運
営
に
つ
い
て

第
４
１
０
回
常
任
会
議
︵
₁₂
月
₁₆
日
︶

協
議

　

①	

組
織
変
更
計
画
案
の
う
ち
会
員
の
名

称
、
理
事
・
監
事
の
氏
名
に
つ
い
て

　

②	

常
設
審
議
委
員
の
選
任
案
に
つ
い
て

　

③	

組
織
変
更
に
係
る
申
し
合
わ
せ
に
つ

い
て

【
土
地
区
画
整
理
法
諮
問
案
件
の
審
議
件
数
】

	

（
11
月
）

	
	
	
	

１
件　
　
　
　
　
　

 

６
ha

【
農
地
法
諮
問
案
件
の
審
議
件
数
】

	

（
８
～
12
月
）

第
４
条　

23
件　
　

１
９
、４
４
８
㎡

第
５
条　

84
件　
　

７
７
、４
２
６
㎡

第
18
条　

２
件　
　
　
　

 

５
９
７
㎡

　

計　
　

１０９
件　
　

９
７
、４
７
１
㎡

︿
会
議
員
現
地
調
査
案
件
﹀

　

農
地
法
に
基
づ
く
諮
問
案
件　

10
件

　

・
８
月
13
日
（
京
田
辺
市
）

　

・
９
月
８
日
（
城
陽
市
）

　

・
10
月
９
日
（
木
津
川
市
）

　

・
10
月
16
日
（
福
知
山
市
）

　

・
11
月
12
日
（
与
謝
野
町
）

　

・
11
月
13
日
（
久
御
山
町
）
※
２
名

27-28　45円27-24　1,200 円

﹁
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

�

新
し
い
農
業
委
員
会
﹂

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
推
薦
・
公
募
に
向
け
た
説
明
資
料
と
し

て
最
適
！

﹁
農
家
の
た
め
の
相
続
対
策
﹂

農
地
・
農
業
経
営
の
円
滑
な
継
承
の
ポ
イ

ン
ト
と
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
が
よ
く
わ

か
る
一
冊
で
す
。

出
版
案
内

▼
農
業
委
員
会
広
報
研
修
会
（
２
／
22
）

▼
第
４
１
２
回
常
任
会
議
（
２
／
24
）

▼
第
４
１
３
回
常
任
会
議
（
３
／
23
）

▼
第
１
１
４
回
総
会
（
３
／
23
）

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
︵
予
定
︶

『制度を知らずに加入できなかった農業者をなくそう！！』
農業者年金　新規加入者状況

12月全国状況（暫定値）　　　　　 京都府状況（12月末暫定）
全　国　累　計　（人） 113,044

新規加入者数　全国合計 199 前月比⊖29

新規加入者数　第１位 54 北海道

新規加入者数　第２位 13 熊本県

新規加入者数　第３位 8 宮崎県

新規加入者数　第３位 7
宮城、茨城
長野

新規加入者数　第５位 7
福岡、佐賀
長崎、大分

平成 27 年度 京都府累計 18
久御山町 6
京丹後市 4
舞鶴市 3
京田辺市 2
宇治市 1
宇治田原町 1
木津川市 1


